
　
ロ
シ
ア
極
東
は
、
日
本
と
近
接
し
て
い

る
サ
ハ
リ
ン
や
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
な
ど
を

含
む
ロ
シ
ア
連
邦
最
東
部
に
あ
る
地
域
で

あ
る
。面
積
は
ロ
シ
ア
全
体
の
三
分
の
一
、

日
本
の
一
六
倍
と
非
常
に
広
大
で
あ
る

が
、
一
方
で
人
口
は
約
六
二
六
万
人
（
二

〇
一
二
年
一
月
現
在
）
と
少
な
い
。

　
モ
ス
ク
ワ
か
ら
遠
く
離
れ
た
こ
の
地
域

は
、
長
ら
く
開
発
が
進
ま
ず
停
滞
し
て
い

た
が
、
近
年
ロ
シ
ア
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
志

向
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
複

数
の
地
域
発
展
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
石
油
や
天
然
ガ
ス
開
発
や
そ
の

た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
も
進
ん
で
い

る
。
二
〇
一
二
年
に
は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
ア
ジ

ア
太
平
洋
経
済
協
力
）
が
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ク
で
開
催
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て

巨
額
な
予
算
が
投
じ
ら
れ
街
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
行
わ
れ
る
な
ど
地
域
の
開
発
が
進

ん
で
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
今
後
ま
す
ま
す
発
展
し
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
ロ
シ
ア
極
東
地

域
に
関
す
る
資
料
の
う
ち
、
二
〇
〇
〇
年

以
降
に
出
版
さ
れ
た
も
の
中
か
ら
い
く
つ

か
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
、
ロ
シ
ア
極
東
事
情
を
総
合
的
に

知
る
資
料
と
し
て
、
堀
内
賢
志
・
齋
藤
大

輔
・
濵
野
剛
編
著
『
ロ
シ
ア
極
東
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
』（
東
洋
書
店
二
〇
一
二
年
）
が

あ
げ
ら
れ
る
。
ロ
シ
ア
極
東
の
政
治
、
国

際
関
係
、
経
済
、
貿
易
、
社
会
等
に
章
立

て
さ
れ
て
お
り
、
多
方
面
か
ら
こ
の
地
域

の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
最

終
章
は
、
日
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
書
か

れ
て
お
り
、
歴
史
や
領
土
問
題
、
自
治
体

間
の
交
流
等
の
情
報
の
ほ
か
、
対
日
観
な

ど
ロ
シ
ア
側
の
見
方
も
載
っ
て
お
り
、
極

東
地
域
の
理
解
が
深
め
ら
れ
る
。
巻
末
に

は
資
料
編
と
し
て
、
ロ
シ
ア
極
東
を
構
成

す
る
各
州
・
共
和
国
等
の
情
報
や
統
計

デ
ー
タ
、
関
連
年
表
が
豊
富
に
記
載
さ
れ

て
お
り
非
常
に
便
利
で
あ
る
。

　
ロ
シ
ア
極
東
は
、
中
国
東
北
部
や
朝
鮮

半
島
・
日
本
を
含
ん
だ
北
東
ア
ジ
ア
地
域

の
中
で
も
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ

う
し
た
視
点
か
ら
は
、
環
日
本
海
学
会
編

『
北
東
ア
ジ
ア
事
典
―
環
日
本
海
圏
の
政

治
・
経
済
・
社
会
・
歴
史
・
文
化
・
環
境
』

（
国
際
書
院
二
〇
〇
六
年
）
が
わ
か
り
や

す
い
。
書
名
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
に
つ
い
て
極
東
ロ
シ
ア
と
周
辺

国
の
現
状
を
比
較
し
な
が
ら
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
こ
の
地
域
の
歴
史
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳

し
く
知
る
資
料
と
し
て
は
、
村
上
昌
敬
訳

『
ロ
シ
ア
沿
海
地
方
の
歴
史
―
ロ
シ
ア
沿

海
地
方
高
校
歴
史
教
科
書
（
世
界
の
教
科

書
シ
リ
ー
ズ
8
』（
明
石
書
店
二
〇
〇
三

年
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
書
名
に
あ
る
と
お

り
、
現
地
の
教
科
書
を
翻
訳
し
た
も
の
で

は
あ
る
が
、
現
在
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
を

含
む
沿
海
地
方
の
歴
史
を
石
器
時
代
の
古

代
か
ら
二
〇
世
紀
末
ま
で
概
観
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
、
国
際
関
係
史
に

焦
点
を
当
て
た
資
料
と
し
て
、
防
衛
シ
ス

テ
ム
研
究
所
編
『
極
東
ロ
シ
ア
の
軋
轢
』

（
内
外
出
版
二
〇
一
一
年
）
が
あ
る
。
九

世
紀
か
ら
現
代
ま
で
の
こ
の
地
域
を
め
ぐ

る
国
際
情
勢
と
ロ
シ
ア
の
軍
事
態
勢
に
関

す
る
説
明
と
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
も
共
同
宣
言

や
両
国
の
覚
書
、
政
府
発
表
文
書
な
ど
が

ま
と
め
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
有
用
で
あ

る
。

　
極
東
地
域
の
経
済
関
連
に
つ
い
て
は
、

大
津
定
美
・
韓
福
相
・
横
田
高
明
編
著
『
北

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
経
済
連
携
の
進
展
』

（
日
本
評
論
者
二
〇
一
〇
年
）
が
複
数
の

観
点
か
ら
分
析
し
て
い
る
資
料
と
し
て
あ

げ
ら
れ
る
。「
北
東
ア
ジ
ア
」
と
書
名
に

は
あ
る
が
、
全
一
一
章
中
七
章
が
ロ
シ
ア

関
連
と
な
っ
て
お
り
、
ロ
シ
ア
極
東
の
開

発
戦
略
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
、貿
易
関
係
、

国
際
労
働
移
動
等
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
に
つ

い
て
書
か
れ
て
い
る
。
極
東
地
域
の
経
済

活
動
に
お
い
て
と
く
に
目
覚
し
い
の
が
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
開
発
で
あ
る
が
、
福
井
県

立
大
学
編
『
北
東
ア
ジ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
と
経
済
協
力
』（
福
井
県
立
大
学
二

〇
一
一
年
）で
は
、ロ
シ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
と
そ
の
変
遷
や
石
油
・
ガ
ス
の
消
費

が
急
速
に
伸
び
て
い
る
近
隣
諸
国
と
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
協
力
お
よ
び
そ
の
影
響
に
つ
い

て
書
か
れ
て
い
る
。

　
経
済
状
況
の
変
化
は
人
口
の
移
動
を
促

す
。
特
に
極
東
地
域
と
国
境
を
接
す
る
中

国
東
北
部
の
影
響
は
大
き
い
。
近
年
中
国

東
北
部
も
政
府
の
主
導
に
よ
り
大
規
模
な

開
発
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。こ
れ
に
よ
り
、

ロ
シ
ア
か
ら
中
国
へ
ま
た
中
国
か
ら
ロ
シ

ア
へ
と
い
う
双
方
の
人
口
の
移
動
が
起

こ
っ
て
い
る
。
大
津
定
美
編
著
『
北
東
ア

ジ
ア
に
お
け
る
国
際
労
働
移
動
と
地
域
経

済
開
発
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
二
〇
〇
五

年
）
で
は
、
主
に
中
ロ
間
の
経
済
協
力
や

貿
易
、
人
口
移
動
の
現
状
と
そ
の
問
題
点

に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。

　
ロ
シ
ア
連
邦
は
他
民
族
国
家
で
あ
る

が
、
極
東
地
域
を
含
む
シ
ベ
リ
ア
に
は
数

多
く
の
先
住
民
が
暮
ら
し
て
お
り
、
そ
の

民
族
集
団
は
四
〇
以
上
に
上
る
と
い
う
。

高
倉
浩
樹
編
著
『
極
寒
の
シ
ベ
リ
ア
に
生

き
る
―
ト
ナ
カ
イ
と
氷
と
先
住
民
』（
新

泉
社
二
〇
一
二
年
）
で
は
、
サ
ハ
共
和
国

の
先
住
民
に
焦
点
を
あ
て
、
彼
ら
が
極
寒

の
地
の
環
境
や
動
物
を
ど
の
よ
う
に
利
用

し
て
暮
ら
し
て
い
る
の
か
を
調
査
し
て
い

る
。
ま
た
こ
の
資
料
で
は
彼
ら
の
話
す
言

語
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
る
が
、
津
曲

敏
郎
編
著
『
北
の
こ
と
ば
フ
ィ
ー
ル
ド
・

ノ
ー
ト
―
18
の
言
語
と
文
化
』（
北
海
道

大
学
図
書
刊
行
会
二
〇
〇
三
年
）
で
は
当

地
の
言
語
事
情
と
そ
の
話
者
で
あ
る
民
族

の
紹
介
が
さ
れ
て
お
り
合
わ
せ
て
参
照
す

る
こ
と
で
よ
り
理
解
が
深
ま
る
。

（
か
の
う
　
し
ゅ
う
じ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
　
図
書
館
）

ロ
シ
ア
極
東
を
知
る
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